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次の図のように、空間内に３つの線分ＯＡ、ＯＢ、ＯＦがあり、∠ＡＯＢ＝∠ＢＯＦ＝∠ＦＯＡ
=90°である。点Ｃは線分ＯＦ上に、点Ｄは線分ＯＡ上に、点Ｅは線分ＯＢ上にあり、
ＯＡ＝４ｃｍ、ＯＢ＝ＯＣ＝ＯＤ＝３ｃｍ、ＯＥ＝２ｃｍ、ＯＦ＝５ｃｍである。
線分ＢＣと線分ＥＦの交点をＰ、点Ｐから線分ＯＦにひいた垂線と線分ＯＦの交点をＨとし、
四面体ＯＡＢＣと四面体ＯＤＥＦが重なっている部分の立体をＫとする。
このとき、下の問い（１）～（４）に答えよ。ただし、（４）については、考え方がわかるように答
えを求める過程も答案用紙の解答欄に記入せよ。また、必要に応じて解答欄内の図を利用してもよい。

（１）
立体Ｋの面の数を答えよ。

（２）
直線ＰＨとねじれの位置にある直線を次の①～⑤からすべて選びなさい。
① 直線ＯＤ　②直線ＯＥ　③ 直線ＥＦ　④ 直線ＦＤ　⑤直線ＡＢ

　

（３）
線分ＰＨの長さを求めよ。
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（４）
立体Ｋの体積を求めよ。
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